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氏　　名　森
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光
こう

一
いち

（53歳）
経　　歴　前職　基幹労連・三菱重工労組長船支部副執行委員長
（組合歴）

〈就任あいさつ〉
前任者の意志を受け継ぎ、ローカルセンターとしての任務を全う

していきます。
現役職員と連携し、小石会長を先頭に長崎県の労働界の牽引役と

しての活動はもとより、額に汗して働く労働者の皆様の地位向上と
生活の安全・安心を目指して頑張っていきます。皆様のご指導ご支
援をよろしくお願いします。

2010年度運動方針を決定し、小石会長の団結ガンバロウの音頭で閉会した第31回地方委員会
＝10月22日（木）ロワジールホテル

森新事務局長森新事務局長を向かえかえ新たなたな執行体制スター執行体制スタート！！森新事務局長を向かえ新たな執行体制スタート！！
「真の政権交代」を目指し、「組織強化・拡大」「2010春闘勝利」
「政策・制度実現」「参議院選挙勝利」の連合長崎運動方針の前進を確認！

連合長崎第31回政策委員会

プロフィール
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昨年の大会以降、この一年は連合長崎にとって激動
の一年であり、まさに、解散・総選挙、衆議院選挙に
振り回された一年であったと言わざるを得ません。
まず、第45回衆議院選挙でございますが、この一
年、皆様方には、厳しい要請に真摯に対応していただ
き、誠に感謝申し上げます。選挙結果は改めて申すま
でもなく、長い間の悲願であった政権交代を成し遂げ
ました。この長崎においても「政権交代は、この長崎
から」を合言葉に総力を結集し、４選挙区で全勝加え
て比例九州ブロックで１名が当選し３名の参議院議員
とあわせますと８名の民主党の国会議員を擁するまで
になり、これからの政策実現に向け大きな基盤をつく
ることができました。
さて、政局は鳩山連立内閣誕生から１ヶ月、無血革
命といってもいいほどに新たな国づくり、社会づくり
がスタートしました。
日本の近代史上の変革である先の明治維新、敗戦復
興においても、安定するまでにいずれも10年の歳月
を要しています。
今回も戦後60猶予年、保守・官僚政治の残滓を取
り去るのに、如何に難しいことか容易に察しがつきま
す。平成維新は成し遂げたが、今から「平成の改新」
と言われるような国づくりに取り組むものと考えてい
ます。しかし、これまで自民党政治が描いた絵に慣れ
親しんだ人たちからは、異論が噴出するであろうし、
圧力も生じるでありましょう。そういうときこそ支援
組織の支援組織たる所以が求められてきます。次の総
選挙は、相手が政権奪還・政権交代を旗印に戦いを挑

んできます。奢れるもの久しからずと言われない様に、
優位に立ったときこそ、喧々、地道にたゆまない努力
と行動が求められます。
次に参議院選挙ですが、参議院は、連立与党でやっ
と過半数に届いている状況であり、７月の参議院選挙
での勝利なくして、現在の政権の安定は望むべくもあ
りません。逆ねじれ現象となれば、即座に新政権は厳
しい政権運営を強いられることになります。
連合は正式に推薦を決定しておりませんが、長崎は
九分九厘、現職の犬塚直史氏で闘うことになります。
既に残り10ヶ月をきった状況にあり、六団体懇話会
などで意識合わせなどを行い、早急に体制の構築、取
り組みの具体化を図らなければなりません。
県知事選は、政策制度実現のために積極的に関わる
という政治方針を基本にしつつ、民主党をはじめ友好
団体と連携をしながら、取り組みを進めていきます。
民主党は現職の推薦をしないと決定している以上、
早急に県民に対し、新たな選択肢を示す必要がありま
す。残されている時間はそう多くありません。県知事
の役割は、県民の幸福量の最大化に努めることと考え
ているところであり、その観点に立って県民に理解を
得、勝利をするためには一言「急がないと」というこ
とにあります。
次に、2011年春の統一自治体選挙です。私たちの
支持する政党の基盤の弱さが指摘されています。組織
内候補の積極的な擁立は無論のこと、組織外候補につ
いても積極的に支援する立場で早めに取り組みを進め
ていくことといたします。
核兵器廃絶・平和運動については、私たちは、これ
までも原水禁・核禁会議の皆さんと共に全国へ、世界
へ核兵器廃絶を訴えてまいりましたが、ここにきて期
待を抱かせる動きが出てきました。今年４月のオバマ
大統領のプラハ演説をはじめ、同氏のNPT会議体制強
化への言及やCTBT批准への決意の表明、何よりも期
待感を強めたのは、９月の核兵器なき世界に向け共に
行動する決意を盛り込んだ「国連安保理決議」であり、
オバマ大統領のノーベル平和賞受賞であります。これ
までアメリカの抵抗によって、遅々として進まなかっ

〈会長あいさつ〉

歴史の大転換！歴史の大転換！
「平成維新・改新」を「平成維新・改新」を力強く支える組織たれ！力強く支える組織たれ！歴史の大転換！
「平成維新・改新」を力強く支える組織たれ！
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た核廃絶の動きに、大きな潮流が生まれる期待感があ
ります。私たちは、このような大きな動きに期待を寄
せる一方、オバマ大統領だよりに陥ることがないよう
私たち自身が、唯一の被爆国、被爆県民として、今ま
で以上に取り組みを強化しなければならないと決意も
し訴えなければならないと考えています。最大の焦点
は明年５月のNPT再検討会議であると認識します。当
面は、その会議に向けて、1000万署名を始め、諸活
動に力を傾注していきたいと思っています。
次に、組織拡大・強化についてでございます。組織
拡大が喫緊の課題であることは全体が共有化できるも
のと認識します。非正規労働者が急増し、その労働環
境が非常に厳しい現状にある中で、そこに手を差し伸
べ、そして、われわれの輪の中に入っていただくこと
が重要になっています。私は、昨年の大会において、
共に支えあう、共に助け合う、享受の精神が大切であ
ると呼びかけました。連合というナショナルセンター
が最高のボランティア組織、頼りになる組織になるか

が問われています。このような観点にたって、旧来の
運動に埋没しがちの運動からウィングをより広げつつ
社会に幅広く訴える運動が求められていることが感じ
られます。更に組織強化の観点から次世代リーダー・
活動家の育成が上げられます。連合長崎を結成してか
ら20年が経過し、これからこの20年の歴史と運動の
蓄積の上に立って、新たなるステージへ向かわなけれ
ばなりません。今後10年20年連合長崎運動が、飛躍
的に発展するように、各産別においても目的意識を持
って人材の育成に取り組んでほしいということを切に
願うものであります。
率直に申し上げて、この一年間を振り返りますと、
十分にできていない活動も多々ありましたので、皆さ
んが他の忌憚のない意見等を提起いただき、向こう一
年間の運動方針を確固たるものにしていただきたいと
思います。連合長崎が強固な結集体となり、一緒に歩
を進める委員会となりますようお願いします。
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連合長崎第31回地方委員会は10月22日（木）長
崎市のロワジールホテルにおいて地方委員66名、
執行委員27名、特別地方委員８名、来賓16名の参
加の中、開催された。地方委員会は、開会冒頭、５
月に逝去された前田中事務局長に対しての黙祷を行
った後、渡部昭吉副会長の開会あいさつに始まり、
議長団にJP労組・礎地方委員、電機連合・岩下地方
委員を選出し議事が進められた。
始めに小石隆連合長崎会長があいさつを行い、連

合本部・木村総合企画局長、民主党県連・橋本副代
表、社民党県連・幹事長、宮島大典衆議院議員より、
激励のあいさつを受け、第８回フォトコンテスト最
優秀賞の楠本邦博さん（自治労連・大村市職）の表
彰を行った後、一般活動報告を佐竹副事務局長、一
般会計・特別会計決算報告を谷頭副事務局長、会計
監査報告を川田監査委員、特別報告として2009年
春闘総括を佐竹副事務局長、選挙総括を谷頭副事務
局長が報告し、満場の拍手をもって全会一致で承認
された。休憩の後、第1号議案2010年度運動方針
案を佐竹事務局長、第２号議案一般・特別会計予算
案、第３号議案役員交代、第４号議案役員選出を谷
頭副事務局長がそれぞれ提案し、それぞれ全会一致
で承認された。その後、退任役員と新事務局長に信
任された森新事務局長があいさつを行った。続いて、
特別決議・核兵器廃絶を求める特別決議を本多副事
務局長、スローガン採択を岩下議長、アピール案を
森田副事務局長がそれぞれ提案し、いずれも全会一

致で承認され、中崎副会長の閉会あいさつのあと、
小石会長の団結ガンバロウで第31回地方委員会を
終了した。
特に、基幹労連宮崎地方委員から、旧辻産業の会

社更生法申請から、連合・地協・産別組合のすばや
い対応で、新会社が設立され、新労組結成もでき、
新入社員の雇用もできたことに対し、お礼の報告が
ありました。また、電力総連・内田地方委員から要
請として、政権交代で最大の支援組織である連合の
政策提言が非常に重要になっている。今後も民主党
県連と緊密な連携を行い、政策制度実現のための取
り組みを強化していただきたい。UIゼンセン・木下
地方委員からハウステンボスは厳しい状況が続いて
いるが、各産別のこれまでの支援に対するお礼と今
後の更なる支援の要請。自治労松井地方委員から質
疑が出された。
これに対し、小石会長から民主党との連携につい

て、現在、改革21との定例協議を行っているが、
更に、緊密な協議が行えるように体制を整える準備
を行っていきたいとの答弁がありました。
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「真の政権交代」へ！
q参議選・知事選・統一自治体選挙への早急な体制を確立しよう！
q共に支えあう組織を目指し、ウィングを広げ、
若手活動家の育成に取り組み、連合運動の強化・拡大に取り組もう！

q核兵器廃絶のため、NPT再検討会議成功に向け先頭に立とう！
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質　問　者質　問　者

来　　　賓来　　　賓

執　行　部執　行　部

質　問　者

来　　　賓

執　行　部

基幹労連　宮崎地方委員 ＵＩゼンセン同盟　木下地方委員 自治労　松井地方委員 電力総連　内田地方委員

連合本部　木村総合企画局長 民主党県連　橋本副代表 社民党県連合　泉原幹事長

宮島衆議院議員 全労済長崎県本部　高石理事長

渡邉昭吉・副会長 佐竹明彦・副事務局長 谷頭　肇・副事務局長 川田隆往・会計監査

本多　毅・副事務局長 森田　豊・副事務局長 中崎幸夫・副会長
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2010年度連合長崎執行体制・事務局担当業務

役　　　職 氏　　　名 組　織　名
小　石　　　隆

中　崎　幸　夫

江　口　茂　広

渡　邉　昭　吉

田　端　康　弘

岩　永　洋　一

明　石　佳　成

森　　　光　一

森　田　　　豊

谷　頭　　　肇

浦　本　和　明

本　多　　　毅

佐　竹　明　彦

松　尾　　　悟

田　島　令　士

宮　崎　辰　弥

益　満　政　彦

野　原　秀　昭

太　田　　　清

藤　澤　恒　昌

川　代　実　夫

谷　川　　　厚

長　石　弘　顕

酒　井　啓　介

寺　田　末　人

嶋　　　三　郎

江　副　敏　彦

岩　永　　　財

廣　田　勝　美

原　田　敏　春

菊　永　昌　和

岩　口　　　修

東　　　隆　司

森　　　優　子

原　野　昭　子

太　田　吉　弘

川　田　隆　往

入　江　良　美

新

新

新

新

新

情報労連

自治労

基幹労連

UIゼンセン

電力総連

ＪＰ労組

日教組

基幹労連

自治労

基幹労連

基幹労連

電力総連

自治労

サービス・流通連合

自動車総連

情報労連

電機連合

交通労連

運輸労連

全駐労

海員組合

都市交

自治労連

私鉄総連

全自交労連

国公総連

ＪＲ連合

全国ガス

長崎私交通

長崎地協

佐世保地協

大東地協

諫早地協

女性（JP労組）

女性（自治労）

日教組

電機連合

交通労連

会　　　長

副　会　長

事務局長

副事務局長

専　従

非専従

専　従

執行委員 非専従

会計監査 非専従

専　従

産別担当 地域担当
全　　　般

官　　　公

金　　　属

製造・商業・サービス

通信・電力・エネルギー

交通・運輸

官　　　公

全　　　般

官　　　公

交通・運輸

金　　　属

通信・電力・エネルギー

製造・商業・サービス

全　　　般

大　　　東

佐　世　保

諫早・島原

壱岐・対馬

長　　　崎

五島・上五島

全　　　般

大東・五島・上五島

壱岐・対馬

佐世保（北松）

長　　　崎

諫早・島原



2009連合平和行動 in根室

長退連グラウンドゴルフ大会

第23回交流会第23回交流会部落解放地方共闘部落解放地方共闘 第23回交流会部落解放地方共闘 近畿ブロック
九州ブロック

アジア・アフリカ支援米・各地協で稲刈り実施！

―７―

2009連合平和行動の最後を飾り「2009連合平
和行動in根室」が９月12日～13日、根室市ノサッ
プ岬会場を中心に開催され、全国から1,200名が結
集しました。
連合長崎派遣団15名も参加し、長崎からの平和

アピールを訴えてきました。
2009平和ノサップ集会は、悪天候のため室内で

の集会になるなど大自然の営みを見せつけられる集
会となりました。参加された15名の皆さんお疲れ
様でした。

選挙関係で開催が１年延びた近畿ブロックとの交
流集会が９月17日～18日宮崎市で開催されました。
交流集会は総勢128名の参加で、長崎からも７名が
参加してきました。
全体交流会では、九州から２県の事例報告と近畿

ブロックから「土地差別調査事件について」の報告
があり、事態の深刻さが訴えられました。地元報告
においては、宮崎県部落解放同盟の山崎勝彦さんが

自身の生い立ちを振り返り、就職差別・結婚差別や
部落の実態を切々と訴え、自分自身が如何に差別と
戦ってきたのかを語られ、涙なくしては聞けない真
実の叫びがそこにありました。翌日は、平和台公
園・えいへいごう・特攻隊慰霊碑などのフィールド
ワークを行い、戦争の痛ましさが実感できるもので
した。

2009連合平和行動 in根室2009連合平和行動 in根室2009連合平和行動 in根室

長退連グラウンドゴルフ大会

第23回交流会部落解放地方共闘

アジア・アフリカ支援米・各地協で稲刈り実施！
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2009連合平和行動 in根室

長退連グラウンドゴルフ大会

第23回交流会部落解放地方共闘

アジア・アフリカ支援米・各地協で稲刈り実施！アジア・アフリカ支援米・各地協で稲刈り実施！アジア・アフリカ支援米・各地協で稲刈り実施！

―８―

春に田植えを行った各地域協議会は、長崎地協の
９月27日を皮切りに10月いっぱいで稲刈り作業を
終了しました。地協ごとに食事会などの行事を入れ

込み、秋の一日、楽しい汗を流しました。収穫され
た支援米は、来春３月に支援先に発送予定です。各
地協の皆様のご協力ありがとうございました。

10月14日長退連グラウンドゴルフ大会が三菱球
場で開催されました。
137名が参加し、白熱した熱戦が展開され、優勝

は三菱電機OBの山本正二さん、準優勝は大島造船
OBゆうゆう会の堤聡さん、３位は県友会の園田章子
さんが獲得されました。協議終了後、交流会も実施
され、楽しい一日となりました。

2009連合平和行動 in根室

長退連グラウンドゴルフ大会長退連グラウンドゴルフ大会長退連グラウンドゴルフ大会

第23回交流会部落解放地方共闘

アジア・アフリカ支援米・各地協で稲刈り実施！

熱
戦
が
展
開
さ
れ
た
三
菱
球
場

島原地協 五島地協

佐世保地協 長崎地協



2009連合平和行動 in根室

長退連グラウンドゴルフ大会

第23回交流会部落解放地方共闘

アジア・アフリカ支援米・各地協で稲刈り実施！

長崎県労働者スポーツ大会開催！

―９―

長崎県労働者スポーツ大会が、10月25日諫早市
の長崎県総合運動公園・野球広場で開催されました。
300名を超える参加者があり、風が強く悪コンデ

ィションの中、皆さんはつらつと、子どもも一緒に

一日を楽しみました。優勝は、自治労連・大村市職、
２位は九電ユニオン、３位は生協連でした。ホール
インワンも９名の方が達成しました。

恒例の2009年連合長崎写真教室が2009年10月
３日（土）にハウステンボスで開催されました。講
師の郡山先生の指導の下、22名の参加者は写真技
術の講習、実際の撮影など好天気に恵まれた中、ハ
ウステンボスの風景写真の撮影に取り組みました。
その後、郡山先生には、第８回フォトコンテスト

の審査もお願いし、以下のとおりの審査結果となり

ました。
第８回フォトコンテストの参加者は、68名154

点の応募がありました。最優秀賞の自治労連・大村
市職OBの楠本邦博さん（代理：大村市職）には、
第31回地方委員会で表彰を行いました。また入選
作の皆様にも、賞品を発送いたしました。

2009連合平和行動 in根室

長退連グラウンドゴルフ大会

第23回交流会部落解放地方共闘

アジア・アフリカ支援米・各地協で稲刈り実施！

第８回フォトコンテスト 2009年連合長崎写真教室inハウステンボス

真剣に受講中 フォトコンテスト審査中 最優秀賞表彰（自治労連・楠本邦博さん代理）

小石会長あいさつ 前年優勝・長崎地協選手宣誓 家族づれで楽しく

さあー行くわよ！ このスティックが！ 優勝した大東地協・自治労連チーム
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「真夜中の雷鳴」
久松　　元さん
（三菱長船支部家族）

「大寒の日のみそぎ」
左村　博志さん

（西肥自動車労組OB）

「楽しかった茶摘み」
松岡　保晴さん

（大島造船労働組合OB）

「蓮華」
荒木喜八郎さん

（自治労雲仙市職OB）

「
奇
獣
」

西
中
須　

盈
さ
ん

　
　
　
（
自
治
労
・
全
国
一
般
）

「
ふ
た
り
は
き
ょ
う
だ
い
」

田
中　
　

太
さ
ん

　
　
　
（
三
菱
長
船
支
部
）

「
ペ
ン
ギ
ン
の
お
出
迎
え
」

楠
本　

邦
博
さ
ん

　
　
　
（
自
治
労
連
大
村
市
職
組
Ｏ
Ｂ
）

「
春
を
待
つ‐

厳
冬
の
裏
磐
梯‐

」

山
口　

哲
男
さ
ん

　
　
　
（
県
タ
ク
・
観
光
Ｏ
Ｂ
）

最最優秀賞 優 秀 賞

連合会長賞

人　　物 風　　景 そ の 他

最優秀賞 優 秀 賞

連合会長賞

人　　物 風　　景 そ の 他

花・植物・生物

人　　物 そ の 他

花・植物・生物
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「花と竜」
松尾　　泉さん

（自治労・長崎県職OB）

「友の助け」
吉田　　隆さん
（日教組）

「瞑想」
平山日出子さん

（情報労連・ＮＴＴ西日本）

「踊る」
楠本　咲子さん

（自治労連大村市職組OB家族）

「帆船入港」
森田　正巳さん
（三菱長船支部OB）

「涼を求めて」
西野　彰晃さん
（佐世保重工業OB）

「ねぐら」
小川美喜雄さん
（佐世保重工業）

「ダチョウ」
三ヶ島　守さん
（佐世保重工業OB）

「光る海」
黒田　敬止さん
（佐世保重工業OB）

「耐える」
長浦　敏雄さん
（佐世保重工業OB）

「棚田演奏」
松井　節子さん
（佐世保重工業OB）

「フィッシング」
相川　義幸さん
（三菱長船支部）

「喉が渇いたなー」
髙井　正則さん
（三菱長船支部）

「まんまおいち」
尾崎　美子さん
（三菱長船支部家族）

「好き!好き!」
長谷川正実さん
（三菱長船支部）

入入　　選入　　選
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一般機械

造　　船

電　　機

最低賃金

760円
774円
698円

発効予定日

 1 月 3 日
12月30日
12月31日

　2009年10月１日に第７回長崎県地方最低賃金審

議会が開催され、10月10日発行の長崎県最低賃金

が決定されました。

　本年は、景気減速の影響を受け、厳しい審議会の

情勢でしたが、昨年より１円アップの629円で決着

をいたしました。

　この決定を受け、産業別最低賃金の審議会も断続

的に開催され、以下のとおりに決定いたしました。

《特定産業別最低賃金》

最 賃 情 報

この用紙は再生紙を使用しています。


